
目 次 西原南幼稚園・はばたき交流会・・・・・・・１  サポートセンターはばたきだより・・・・４      
                    

            福祉講座特集・見守り活動・・・・・・・・・２  介護予防拠点「いいあんべー家」だより・５ 
                     

      福祉団体だより・・・・・・・・・・・・・・３  お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・６ 

編集発行  

   社会福祉法人 

  西原町社会福祉協議会 
〒903-0111 沖縄県中頭郡西原町字与那城135番地 

TEL９４５－３６５１ FAX９４６－６７７７ 

URL www.nisya.net  E-MAIL nisya@nisya.net 

 

ふくどん 

福祉情報誌 第１１９号 201７．４．1 

 西原南幼稚園・はばたき交流会 
        ※詳しくは４面掲載 



社協活動基本目標 ： わたしたちは、長寿社会を健康で安心してすごせる福祉のまちをつくりましょう 

第１１９号 福祉情報誌 福丼 平成２９年４月１日 

 

「
優
し
い
街
づ
く
り
を
考
え
る
」-

ち
ょ
っ
と
福
祉
出
前
講
座- 

２
月

日
、
西
原
小
学
校
で
は
、

４
年
生
１
０
２
名
を
対
象
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。 児

童
達
へ
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に

D

V

D
や
紙
芝
居
を
活
用
し
な
が
ら

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
応
援
者
）
と
し
て
で

き
る
こ
と
等
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し

た
。 講

座
後
、
児
童
か
ら
は
、
「
認
知
症

は
脳
の
病
気
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き

て
、
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
知
る
事

が
で
き
た
。
」
「
認
知
症
の
人
が
い
た

ら
温
か
い
目
で
見
守
り
た
い
。
」

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
や
さ
し
く

声
を
か
け
た
い
。
」
「
自
分
で
ど
う
し

よ
う
も
な
い
時
は
大
人
に
相
談
す

る
。
」
「
認
知
症
の
人
は
不
安
な
気
持

ち
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
寄
り

添
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
」
な

ど
多
く
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

★
西
原
小
学
校 

２
月

日
、
琉

球
大
学
附
属
小
学

校

で

は
、
４

年

生
、
５
年
生
の
計

2

0

3
名
を
対

象
に
、
上
里
一
之

さ

ん
（
町

内

在

住
）
を
講
師
と
し

て
招
き
、
「
車
い

す
生
活
者
の
一
日
」
と
題
し
、
福
祉
講

話
を
行
い
ま
し
た
。 

上
里
さ
ん
は
、
大
学
生
の
時
に
事
故

で
脊
髄
を
損
傷
し
車
い
す
生
活
と
な

り
、
長
年
の
葛
藤
と
つ
ら
い
時
期
の
体

験
や
現
在
の
活
動
に
至
る
ま
で
の
講
話

を
行
い
ま
し
た
。
講
話
中
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
を
児
童
の
協
力
を
得
て
進
め
る
な

ど
、
最
後
は
上
里
さ
ん
が
得
意
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
で
会
場
一
体
と
な
り
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

児
童
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
質

問
や
感
想
が
あ

り
、
手
助
け
し

て
く
れ
る
人
の

あ
り
が
た
さ
や

心

強

さ

な

ど

様
々
な
気
づ
き

に
繫
が
た
時
間

と

な

り

ま

し

た
。 

★
琉
球
大
学
附
属
小
学
校 

 

見
守
り
隊
活
動
に
協
働
で
取
り
組
み
ま
す- 

「
地
域
見
守
り
隊
」
協
定
締
結
式 - 

本
会
は
、
西
原
町
の
助
成
金
を
活
用

し
、
地
域
住
民
や
町
内
企
業
と
協
働
で

「
地
域
見
守
り
隊
活
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

町
内
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
要
援

護
者
、
認
知
症
、
ま
た
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
を
含

む
す
べ
て
の
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
町
内
企
業
に
見
守
り
活
動
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
た
に
左

記
事
業
所
が
本
会
と
の
「
地
域
見
守
り

隊
」
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
各
事
業

所
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
通
常
の

業
務
の
範
囲
内
（
配
達
や
集
金
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
時
等
）
で
、
認
知
症

な
ど
で
道
に
迷
っ
て
い
る
様
子
の
方
を

発
見
し
た
場
合
や
、
地
域
で
異
変
を
感

じ
た
場
合
な
ど
に
社
協
へ
連
絡
し
、
安

否
確
認
や
保
護
へ
繋
げ
る
な
ど
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

２
月

日
は
、
有
限
会
社
宮
平
プ

ロ
パ
ン
様
と
締
結
し
「
常
々
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、 

こ
の
様
な
形
で
実
現
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
」
と
宮
平
巌
代
表
取
締
役
よ
り

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
同
日

に
医
療
法
人
正
清
会
久
田
病
院
様
と
も

協
定
を
結
び
「
社
協
と
協
力
し
て
地
域

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
久
田
護
雄
事
務
長
よ
り
に
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

２
月

日
に
は
、
西
原
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
様
と
締
結
を
行
い
「
社
協
と
協
力

し
て
地
域
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
澤
岻
勉
さ
ん
は
協
定
を

結
ん
だ
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

本
会
の
大
城
幸
哉
会
長
は
「
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
事
業
所
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
」

と
３
事
業
所
へ
締
証
書
を
交
付
し
ま
し

た
。 

 

協
力
事
業
所
は
「
地
域
見
守
り
隊
」

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
輌

に
貼
り
、
町
内
の
見
守
り
活
動
に
ご
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

久田病院様 

宮平プロパンガス様 

西原プロパンガス様 



社協基本活動目標 ： わたしたちは、互いに助け合い支えあって、共に生きる福祉のまちをつくりましょう 
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-
 

第
一
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 - 

５
月

日
の
民
児
協
定
例
会
の
日
に

社
協
事
務
所
前
の
応
接
間
に
お
い
て
平

成

年
度
上
半
期
の
事
業
に
つ
い
て
打

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。 

８
月
３
日
に
２
回
目
の
打
合
せ
、
活

動
計
画
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
９

月
に

歳
以
上
の
特
に
一
人
住
ま
い
や

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
日
の
生

活
お
よ
び
、
い
つ
も
と
違
う
異
変
を
感

じ
た
ら
、
本
人
へ
声
を
か
け
た
り
、
緊

急
時
に
は
関
係
機
関
へ
連
絡
し
た
り
、

ま
た
家
族
、
ご
親
戚
な
ど
に
も
連
絡
を

行
い
ま
し
た
。 

８
月

日
に
朝
９
時
ご
ろ
、
足
の
悪

い
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
郵
便
置
の
移

動
工
事
を
駐
車
場
側
か
ら
住
宅
前
ド
ア

を
開
け
た
ら
手
が
届
く
位
置
へ
移
動
し

ま
し
た
。
左
記
写
真
が
移
動
し
た
場
所

で
す
。
。
工
事
を
終
え
て
対
象
者
か
ら

便
利
に
な
っ
た
と
喜
び
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
 

 

 

西
身
協
（
会
長
大
城
清
）
で
は
、

平
成

年
度
最
後
の
行
事
と
し
て
３

月
５
日
、
会
員

名
は
、
中
部
在
の

世
界
遺
産
の
座
喜
味
城
跡
、
勝
連
城

跡
、
ま
た
中
城
在
の
護
佐
丸
資
料
館

へ
も
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
心
浮
き
浮

き
し
な
が
ら
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。 

 

ま
ず
、
最
初
に
座
喜
味
城
跡
は
、

標
高
約
１
２
０
㍍
の
丘
陵
に
立
地
し

て
お
り
、
障
害
者
に
と
っ
て
一
番
高

移動前（上）と移動後（下） 

大
城
会
長
表
彰
さ
れ
る
＆
事
業
所
見
学
会 

 
 

 
 

-
 

し
ょ
う
が
い
児
者
父
母
の
会 - 

３
月
４
日
に
行
わ
れ
た
、
沖
縄
県
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
「
第

回
沖
縄
県
知

的
障
が
い
者
教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究

記
念
大
会
」
に
て
本
会
の
大
城
幸
哉
会

長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

年
度

よ
り
会
長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
会
の

運
営
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。 

記
念
大
会
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
３
年
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
基
調

報
告
、
「
親
亡
き
後
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
具

志
堅
用
高
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
「
あ

き
ら
め
な
け
れ
ば
夢
は
叶
う
」
と
自
分

自
身
の
体
験
談
を
話
し
会
場
を
わ
か
せ

ま
し
た
。 

就労研究記念大会参加者 

 

中
部
の
城
跡
巡
り
と
社
会
見
学
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

- 

身
体
障
害
者
協
会 - 

い
と
こ
ろ
に
行

く
こ
と
は
難
し

く
、
下
か
ら
城

壁
を
見
上
げ
城

跡
の
概
要
に
触

れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昼
食
は

読
谷
村
に
あ
る

「
い
ゆ
の
店
海

人
食
堂
」
で
済

ま
せ
、
勝
連
城
跡
へ
向
か
い
ま
し

た
。
勝
連
城
跡
は
、
最
後
の
勝
連
城

主
と
な
っ
た
阿
麻
和
利
は
、
歴
史
書

で
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
名
君

で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
勝
連
城
跡
は
標
高
約
１
０
０
㍍
も

あ
り
、
頂
上
ま
で
登
る
に
は
健
常
者

で
も
大
変
で
す
が
、
会
員
の
一
員

は
、
頂
上
か
ら
中
城
城
を
見
た
い
と

い
う
一
心
で
杖
を
頼
り
に
そ
の
ま
ま

登
り
、
望
み
が
実
現
し
喜
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
中
城
村
に
あ
る
護
佐
丸

資
料
館
図
書
館
を
見
学
し
、
護
佐
丸

と
阿
麻
和
利
と
の
関
係
や
護
佐
丸
に

つ
い
て
学
び
、
再
び
訪
れ
た
い
と
い

う
思
い
で
当
館
を
後
に
し
ま
し
た
。 

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
呉
屋
光
雄

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
に
よ
る

「
花
」
「
老
後
の
花
」
、
「
青
い
山

脈
」
や
「
安
里
屋
ユ
ン
タ
」
な
ど
を

全
員
で
口
ず
さ
み
、
楽
し
い
社
会
見

学
と
な
り

年
度
の
最
後
の
行
事
を

終
え
ま
し
た
。 

２
月

日
に
は
事
業
所
見
学
を
行

い
、
今
回
は
浦
添
市
に
あ
る
若
竹
福
祉

会
の
「
わ
か
た
け
」
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
洗
浄
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
」
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
生
活
の
様
子
を
伺
い
、

「
さ
ま
さ
ま
」
で
は
、
わ
か
た
け
の
農

場
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
て
調
理
し
た

食
事
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
大
根
の
炒

め
物
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

研
修
終
了
後
に

行
っ
た
意
見
交
換

会
で
は
、
参
加
し

た
会
員
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

立
等
、
切
実
な
要

望
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

研修地「わかたけ」にて 

社会見学参加者 



 社協活動基本目標 ： わたしたちは、ボランティア活動に参加し、共に喜び合える福祉のまちをつくりましょう 
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○名 称 

   

 サポートセンターはばたき 

○営業日 

 毎週月曜日～金曜日 

 （土・日・祝日は休み） 

○開所時間 

 ８：３０～１７：１５  

◎
農
耕
班
研
修
行
っ
て
き
ま
し

現
在
、
は
ば
た
き
農
耕
班
で
は
花

や
野
菜
の
種
を
ま
き
、
育
苗
し
て
い

ま
す
。
花
は
、
金
魚
草
、
千
日
紅
、

ビ
オ
ラ
、
ビ
ン
カ
な
ど
、
野
菜
は
、

オ
ク
ラ
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
赤
毛
瓜
、
ナ

ス
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
ど
の

種
類
も
１
つ

円
で
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
に
来
ら
れ
る
際
は

是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 はばたきのつきたて米は、大好評です。三ツ星お米マイスターが、美味し

いお米を取り扱っており、おかげさまで町内外の保育園や福祉施設や町民の

方々からの多数のご注文もあり、「とても美味しい！」「はばたきのお米が

一番だね」などの嬉しい声も届いております。 

 そして、マイスター厳選のはばたきのお米を合格祝・内祝用に販売してい

ます。もらってうれしいお米ギフトで、美味しい幸せをお届けしませんか？

お電話一本でご注文いただけます。（町内は３kg配達無料です。）是非お気

軽にお問合せ下さい！ 
 

      お問合せ：サポートセンターはばたき 電話 94３-6251 

 

３
月
９
日
に
西
原
南
幼
稚
園
に
て

園
児
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
ば
た

き
利
用
者
で
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

月
に
一
緒

に
植
え
付
け
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
３
月

に
収
穫
し
、
そ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

使
っ
て
園
児
利
用
者
一
緒
に
カ
レ
ー

を
作
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
３
つ
の
班
に
分
か
れ
３

種
類
の
カ
レ
ー
（
チ
キ
ン
カ
レ
ー
、

ト
マ
ト
＆
チ
ー
ズ
カ
レ
ー
、
シ
ー

フ
ー
ド
カ
レ
ー
）
を
作
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
皮
を
む
き
、
包
丁
を
使
っ

て
材
料
を
切
る
な
ど
、
普
段
な
か
な

か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
み
ん
な
で

楽
し
く
行
い
ま
し
た
。
カ
レ
ー
を
煮

込
ん
で
い
る
間
に
、
３
月
の
誕
生
日

会
も
行
い
、
は
ば
た
き
か
ら
も
余
興

お祝いに、もらって嬉しいお米ギフトはいかがですか？ 
～はばたき精米班にお任せ下さい～      

２
月

日
に
農
耕
班
は
、
豊
見
城

市
字
渡
橋
名
に
あ
る
指
定
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ひ
ま
わ
り
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
へ
花
や
野
菜
の
育
苗
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ひ
ま
わ
り
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
、

何
十
種
類
も
の
花
や
野
菜
を
育
苗
し

て
お
り
種
植
え
の
方
法
や
育
苗
の
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。 

研
修
後
は
、
近
く
の
豊
崎
海
浜
公

園
で
さ
わ
や
か
な
海
風
を
感
じ
な
が

ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
時
折
、
那

覇
空
港
か
ら
離
着
陸
す
る
飛
行
機
を

見

て

利

用

者

は
「
凄

い
！
大

き

い
！
」
と
興
奮
し
な
が
ら
嬉
し
そ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

  

研修先の苗 

研修後の昼食タイム 

はばたきでも花を

販売しています 

を
披
露
す
る
な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
園
児
た
ち
と
の
交
流
会
で
た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

誕
生
会
の
後
は
縁
側
で
園
児
た
ち

と
楽
し
い
会
話
と
共
に
カ
レ
ー
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
番
人

気
の
カ
レ
ー
は
「
チ
キ
ン
カ
レ
ー
」

で
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
付
け
か

ら
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
交
流
会

を
通
し
て
、
障
が
い
福
祉
の
理
解
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
さ
～
て
、
来
年
は
ど
ん
な
味
の
カ

レ
ー
に
し
よ
う
か
な
～
？
」
今
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

オリジナル化粧箱で  

合格祝いにも！ 



社協基本活動目標 ： わたしたちは、知恵や創造性を生かした心豊かな福祉のまちを作りましょう 

第１１９号 福祉情報誌 福丼 平成２９年４月１日 

開館日： 毎週月曜日～土曜日 

休館日： 日曜日・祝日・年末年始・慰霊の日（6月23日） 

時  間： 9時～1７時１５分 

対象者： 西原町在住・在勤の40歳以上の方 

利用料： 100円【マッサージ器具などを利用できます】 

場  所： 西原町字与那城135番地（中央公民館隣） 

電  話： 098-946-1734 

  ※利用時に介助が必要な方は介助者の同伴をお願い致します。 

西原町介護予防拠点施設 

ち
ょ
こ
っ
と
体
操 

 

●
日
時 

 
 

          

●
場
所 

 

・西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 

●
対
象 

 

・西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以
上 

 

・運
動
制
限
の
無
い
方 

●
受
講
料 

 
・無
料 

●
申
込
み 

 

・窓
口
に
て
書
類
提
出 

 
 
(

申
請
・同
意
書
の
記
入) 

 
 
(

顔
写
真
撮
影) 

●
持
物 

 

・動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・飲
み
物 

  

※
月
曜
日
は
４
月
10
日
よ
り
開
催 

 

※
水
曜
日
は
４
月
12
日
よ
り
開
催 

 

※
土
曜
日
は
４
月
8
日
よ
り
開
催 

 

い
い
あ
ん
べ
ー
家
で
は 

介
護
予
防
を
目
的
に
、 

自
宅
で
も
取
り
入
れ 

ら
れ
る
内
容
で
、
筋
力 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト 

レ
ッ
チ
を
中
心
に
実
施 

し
て
お
り
ま
す
。 

   

週
に
４
日
間
（
７
回
）の
体
操
教
室
を

開
催
し
て
お
り
、
男
性
だ
け
の
体
操
教

室
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

体
操
教
室
の
参
加
者
募
集
は
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
、
参
加
希
望
の
方
は
、
窓
口
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 新年度になってもまだまだ忙しい時期・・・『腰』に違和感や痛みが出ていないでしょうか？ 

長時間同じ姿勢でいると身体には負担がかかります。とくにデスクワークで長く座って頑張っている方は、その間にも、

ちょっとしたコーヒーブレイクで座り、ランチで座り、通勤帰宅の車の移動で座り・・・など、腰に大きな負担がかかっている

時間が長い方もいます。海外では、デスクワークの方の運動不足や病気予防の為に、立ちながら業務を行う会社も出

てきています。 

 ですが、いきなり立ちながらのデスクワークってわけにもいきませんので、ちょっと座り方を変えてみる事でも腰痛予防

に繋がります。仕事の合間に、下の写真のように座り方を変えてみて、長時間同じ姿勢にならないように気を付けてみま

しょう。 座り方を変えると『肩こり』にも良い影響が出ます。 
【座り方の変え方】 

●足の甲を床につけるように、お尻の下まで足を引く。 

●イスを前に寄せ、お腹をテーブルにあてて体を支える。 

 ※イスから落ちないよう高さ座る位置を調整しよう。 
  

【注意】 

●長時間おこなわず、仕事の合間に何度か座り方を切り

替えましょう。※Afterの姿勢も長時間は良くありません!! 

●腰に違和感や痛み、足にシビレなどが出る場合はすぐ

にやめましょう。 

（ハートライフ病院リハビリテーション科理学療法士 玉城 

 義彦氏アドバイス） 

 

水
曜
日 

 

月
曜
日 

 

土
曜
日 

②

時
～

時

分 

①

時
～

時

分 

②

時
～

時

分 

①

時
～

時

分 

②

時
～

時

分 

①

時
～

時

分 

ち
ょ
こ
っ
と
体
操 

男
塾 

 

●
日
時 

 
 

 

●
場
所 

 

・西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 

●
対
象 

 

・西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以
上 

 

・運
動
制
限
の
無
い
方 

 

・男
性 

●
受
講
料 

 

・無
料 

●
申
込
み 

 

・窓
口
に
て
書
類
提
出 

 
 
(

申
請
・同
意
書
の
記
入) 

 
 
(

顔
写
真
撮
影) 

●
持
物 

 

・動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・飲
み
物 

  

※
木
曜
日
は
４
月
13
日
よ
り
開
催 

 

木
曜
日 

時
～

時

分 

※
事
業
を
安
全
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、
通
院
さ
れ
て
い
る
方
や
疾
患
が
あ

る
方
へ
は
、
申
込
時
に
『
医
師
か
ら
の

情
報
提
供
書
』
の
提
出
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
※
い
い
あ
ん
べ
ー
家
指
定
用
紙
。 



   

   

 
  

 
 

社協活動基本目標 ： わたしたちは、おもいやりいたわりあう心で住みよい福祉のまちをつくりましょう 

・小那覇、玉那覇和子（故夫 玉那覇文彦）様より１０万円 

・小那覇、新川ヨシ子（故夫 新川善太郎）様より５万円

・小波津盛光様、ＪＡ西原青壮年部様、西原ファーム様、仲本良雄様よりお元気

ですか事業へ野菜提供 

第１１９号 福祉情報誌 福丼 平成２９年４月１日 

◇
西
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集 

 
 
 
 

〇
募
集
人
員 

１
名 

〇
業
種 

 
 

社
会
福
祉
協
議
会
業
務
全
般 

〇
資
格 

 

・
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
生
ま 

 
 

 

れ
の
者
で
平
成

年
３
月

日
以
前 

 

か
ら
西
原
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い 

 

る
者 

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
者 

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者 

・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る

者 〇
試
験
日
時
・
場
所 

・
一
次
試
験 

 

平
成

年
４
月

日
（
土
） 

 

午
前
９
時

分
～

時 

・
二
次
試
験
（
一
次
合
格
者
の
み
） 

 

平
成

年
４
月

日
（
金
） 

 

午
前

時
～ 

・
場
所 

 

西
原
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
試
験
科
目 

 

①
論
文
試
験
（
一
次
試
験
） 

 

②
面
接
（
二
次
試
験
） 

〇
提
出
書
類 

 

①
受
験
申
込
書 

 

②
履
歴
書
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
顔
写
真
添
付
） 

 

③
資
格
証
書
の
写
し 

〇
申
込
期
間 

 

平
成

年
４
月
３
日
（
月
）
～
４

月

日
（
月
）
ま
で
に
受
験
申
込
書

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分
、
た
だ
し
土
日
は
除
く
） 

〇
採
用
予
定
日 

 

平
成

年
６
月
１
日
（
木
） 

 

８
時

分 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

電
話 

９
４
５
‐
３
６
５
１ 

◇
福
足
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
移
送
サ
ー
ビ

ス
）
運
転
協
力
員
募
集  

 
 

 
 

 

福
足
サ
ー
ビ
ス
は
、
近
隣
に
家
族
な

ど
が
い
な
く
生
活
困
窮
な
ど
で
、
移
動

及
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な

方
が
健
康
維
持
に
努
め
、
閉
じ
こ
も
り

等
に
な
ら
な
い
よ
う
に
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
「
福
足
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
移
送
サ
ー
ビ
ス
）
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

事
業
の
送
迎
は
、
そ
の
地
域
の
方
が

運
転
協
力
員
と
し
て
登
録
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。 

 

運
転
協
力
員
と
し
て
活
動
を
行
え
る

方
を
募
集
し
ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

電
話 

９
４
５
‐
３
６
５
１ 

◇
手
話
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の
ご
案
内 

 
 
 
 

○
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ふ
じ
」 

 

毎
週
火
曜
日

時 

～

時 

 

場
所
：
西
原
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

 

（
研
修
室
）  

※

 

○
手
話
サ
ー
ク
ル
「
手
と
手
の
会
」 

 

毎
週
金
曜
日

時
半
〜

時
半 

 

場
所
：
西
原
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

 

（
研
修
室
） 

※
交
流
活
動
も
あ
り
ま
す 

★
活
動
内
容 

 

簡
単
な
日
常
会
話
を
手
話
や
指
文
字

を
使
い
、
地
域
の
ろ
う
者
や
聴
覚
障
害

の
理
解
に
つ
い
て
学
ぶ
方
々
の
交
流
で

信
頼
を
強
め
て
い
ま
す
。 

 

４
月
か
ら
い
つ
入
会
し
て
も
年
会
費

５
０
０
円(

小
さ
な
お
子
様
も
ご
一
緒

に
ど
う
ぞ) 

★
連
絡
先 

（
湧
上
） 

◇
鯉
の
ぼ
り
の
寄
贈
の
お
願
い 

 
 
 
 

 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
児
童
福
祉

週
間
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
で
鯉

の
ぼ
り
を
空
い
っ
ぱ
い
泳
が
せ
る
た
め

寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。 

 

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
て
い
る
鯉
の

ぼ
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ

さ
い
。 


